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1	 ま え が き

当社は2027年に創業130年を迎える。創業以来，
電気技術を通じて社会インフラを支え続けること
で，社会の発展と産業の高度化に貢献してきた。電
力という社会基盤を担う企業として，当社が提供す
る製品・技術には常に高い信頼性と安定性が求めら
れてきた。当社はその期待に応えるべく，技術の深
化と品質の追求を積み重ねてきた。これらの取り組
みが，今日の事業基盤を形成している。電子機器事
業は，こうした信頼性重視の技術思想を背景に，40
年以上前の産業用コンピュータ開発に端を発する。
以降，社会インフラ分野で培った堅牢性と長期安定
供給を前提とした設計思想を基盤に据えながら，情
報通信技術の進展を取り込み，産業用情報機器・真
空応用製品・特殊電源分野へと展開してきた。
本稿では，当社電子機器事業を構成する産業用情
報機器・通信機器・真空コンデンサ・X線管・パル
ス電源といった製品群を通じて，当社が提供する価
値と技術基盤の一端を紹介する。

2	 製 品 紹 介

2.1	 産業用情報機器・通信機器
産業用情報機器・通信機器は，電力・上下水道・
鉄道などの社会インフラシステムにおいて求められ
る24時間連続稼働及び長期安定供給への要求を背
景に開発・製品化された。代表的製品である産業用
コントローラ「μ

ミューピボック

PIBOC－Ⅰシリーズ」は，2001年
にリリースしたMODEL700以降，基本コンセプト
を維持しながら互換性を確保した後継機種を四半 
世紀にわたり提供してきた。現在は「μPIBOC－Ⅰ 
MODEL1200」を提供している。
さらに2024年には，高速処理と低消費電力を両
立した「μPIBOC DS100」をリリースし，適用領域
の拡大を図っている。

2.2	 真空コンデンサ
真空コンデンサの基盤となる真空技術は，電力機
器向け真空遮断器の開発・製造を通じて半世紀以上
にわたり培ってきた。こうした技術を基に1992年
に開発を開始し，1994年から量産へ移行した。以
来，国内唯一の製造メーカとして真空コンデンサを
提供している。真空コンデンサは高耐圧・低損失の
特長を有し，薄膜製造装置などの半導体製造装置に
おけるプラズマ発生用RF電源やインピーダンス整
合回路に組み込まれている。これらは半導体・フ
ラットパネルディスプレイ・太陽電池パネルの製造
において，重要な役割を果たしている。
近年の半導体微細化・積層化の進展に伴い，更な
る高耐圧化及び静電容量の高精度化が求められてい
る。これらの要求に対応するため基礎技術・製品開
発・生産技術の高度化を進めるとともに，製品ライ
ンアップの拡充を進めている。
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2.3	 X線管
真空技術の応用製品として冷陰極X線管を開発・

製造・販売している。本製品はX線検査装置におけ
るX線発生部品であり，従来の熱陰極X線管と比較
して小型・軽量である。加えて，ヒーター電源や予
備加熱が不要で，瞬時照射できる特長を有する。
これによって，検査装置全体の小型化・軽量化・

低損失化ができるようになり，従来は寸法・質量の
制約があり適用が困難だった分野への展開を実現し
ている。
また当社ではX線管単体に加え，X線発生装置と

しての製品展開を進めている。

2.4	 パルス電源
パルス電源は1990年代から基礎技術開発を開始

した，瞬間的に高電圧電力を出力する電源である。
当社パルス電源は主に半導体露光装置の光源である
エキシマレーザ用電源として採用され，世界各地の
半導体工場で稼働している。また新たな用途での製

品開発と，プラズマ応用分野などへの適用展開を進
めている。

3	 む す び

社会のデジタル化の進展やAI活用の急拡大に
よって，半導体は社会や産業の根幹を支える重要な
存在となった。その進化を支える半導体製造技術に
は，これまで以上に電子機器に対し，高性能・高信
頼性への要求が一層高まっている。当社は長年培っ
てきた技術とものづくり力を基盤とし，電子機器の
性能・信頼性をさらに高めることで，デジタル化時
代のものづくりを支えていく。また，省電力化や長
寿命化を通じた環境負荷低減にも継続的に取り組み，
持続可能な社会の実現に寄与していく。本特集が当
社技術への理解を深める一助となれば幸いである。

・	本論文に記載されている会社名・製品名などは，それぞれの	
会社の商標又は登録商標である。


